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付表 1　産総研 GSJ 組織の変遷� 宮地良典 1）・140 周年記念号編集委員会

（a）　�2001年の産総研発足時は，フラットな組織体制となり，地質分野関係は研究組織は3部門2研究センター
で，地質関連部署は，産総研全体の産学官連携部門，成果普及部門，国際部門等の中での活動となった．
2004 年に地質調査情報センターが発足し，「地質の調査」に関する企画機能を持つことになった．第 3
期には研究分野制となり分野研究統括のもと，第 4期からは研究領域制となり正式な組織として地質調
査総合センターが発足し，総合センター長のもと，研究が進められている．
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（a） 2001 年の産総研発足時は，フラットな組織体制となり，地質分野関係は研究組織は 3 部門 2 研究センター
で，地質関連部署は，産総研全体の産学官連携部門，成果普及部門，国際部門等の中での活動となっ
た． 2004 年に地質調査情報センターが発足し，「地質の調査」に関する企画機能を持つことになった．
第 3 期には研究分野制となり分野研究統括のもと，第 4 期からは研究領域制となり正式な組織として地
質調査総合センターが発足し，総合センター長のもと，研究が進められている．

1）  産総研 地質調査総合センター地質情報研究部門1）  産総研 地質調査総合センター地質情報研究部門
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宮地・GSJ140 周年編集委員会

沿岸堆積RG

① 都市地質RG ⑦ 複合構造システムRG ⑬ 情報解析RG
② 沿岸地質RG ⑧ 火山複合システムRG ⑭ 複合年代層序RG
③ 地震発生過程RG ⑨ 深成変成システムRG
④ 実験地震学RG ⑩ 地質統合・堆積層序RG

⑥ 海洋地球物理RG
⑪ 微小領域同位体RG⑤ 海底系資源RG
⑫ アジア地圏情報RG

平野地質RG   
層序構造地質RG  

地殻岩石RG   
シームレス地質情報RG

←水環境浄化再生
RG

活断層・地震研究センター  

研究ユ
ニット

地圏化学RG 
地圏微生物RG 

地圏環境システムRG 
地圏環境リスクRG 

地下水RG 

活断層評価RT 
地震発生機構RT 

地震素過程RT 
地震地下水RT 

海溝型地震履歴RT 
地震災害予測RT 

開発安全工学RG
地下水資源環境RG

地圏環境立地RG
地圏環境評価G

地質標本RG

地球物理情報RG
⑪
⑫
⑬

地質標本RG

島弧複合地質RG

海洋動態モニタリングRG

化学反応チーム

海洋地球変動RG
沿岸環境保全RG

生態系環境修復創造RG
海洋生態機能開発RG

物理環境修復創造RG
海洋環境材料開発RG

海洋地質RG
海洋地球物理RG

長期変動チーム
地殻物性チーム
地球化学チーム
地質情報チーム

①
②

物質循環RG

地下水チーム
深部流体チーム

⑤

地震地下水RG

実験地震学RG
火山活動RG

マグマ活動RG
アジア地圏情報RG

地下水環境RG
地圏環境技術RG CO2地中貯留RG

地質特性RG

地球化学RG
地殻構造RG

海洋地質RG
海洋資源環境RG 

燃料資源地質RG
資源有機地化学RG

鉱物資源RG
アジア地熱RG

瀬戸内海沿岸環境技術連携研究体

沿岸都市地質RG

沿岸海洋RG

火山活動RG
マグマ活動RG

微小領域同位体RG

複合構造システムRG
火山複合システムRG
深成変成システムRG

地質統合RG
複合年代層序RG

情報地質RG 

地質バリアRG

物理探査RG

地熱資源RG

貯留層ダイナミクスRG
地圏資源工学RG

有機地化学RG

地圏流体ダイナミクスRG貯留層変動探査RG
高温岩体RG

平成19年度
(2007)

地質総括チーム

活断層調査RT
断層活動モデルRT
地震被害予測RT
活断層情報RT

地盤防災工学RT

地震テクトニクスRT

深部地質環境研究コア深部地質環境研究センター

深層地下水チーム

地質特性チーム

地下環境機能チーム

平成23年度
(2011)

地球物理チーム

活断層研究センター

地圏環境評価RG

センシング材料開発RG
水中加工自動化技術開発RG

海洋資源環境研究部門

地球科学情報研究部門

海底系地球科学RG

統合地質情報RG

島弧堆積盆RG

生態系環境修復RG

海洋環境モニタリングRG

地球物理情報RG
地殻構造RG
地球化学RG

⑦

地質情報研究部門

長期変動RG
深部流体RG

地下環境機能RG

分離吸着材料開発RG
環境調和プラスチック開発RG

海底系資源・環境RG

⑭
地質リモートセンシングRG

平成13年度
(2001)

平成14年度
(2002)

平成15年度
(2003)

平成16年度
(2004)

平成17年度
(2005)

平成18年度
(2006)

地球変動史RG

地圏資源環境研究部門

海溝型地震履歴RT
地震災害予測RT

情報解析RG
地質リモートセンシングRG

堆積層序システムRG

地震地下水RG
③

第１期 第２期
平成20年度

(2008)
平成22年度

(2010)

⑧
⑨
⑩

地震発生機構RG

マグマ熱水系RG

④

地震発生過程RG

平成21年度
(2009)

（b）　 各研究ユニットに設置された研究グループ，研究チームは，研究ユニットの改廃・新設のほか，社会の状況に対応するため
研究ユニット内，研究ユニット間で適宜見直しをしてきた．

⑥

（b）　�各研究ユニットに設置された研究グループ，研究チームは，研究ユニットの改廃・新設のほか，社会の状況に対応するため
研究ユニット内，研究ユニット間で適宜見直しをしてきた．
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